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帝王切開術中にラテックスによるアナフィラキシー反応を呈した1症例
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要旨

４２歳,女性の帝王切開術中にラテックスによるアナ

フィラキシ一反応を経験した．今回の症例では，事前の
問診で患者のラテックスアレルギーの存在を見逃し，術

中にアナフイラキシーショックが誘発された．ゴム手袋
による曝露が短時間であったため，手術終了後も母子と

もに問題を生じなかった．詳細な病歴の問診により

ラテックスアレルギー患者を発見し，手術中のアナフィ

ラキシーショック発生を予防するとともに患者に対し

てアレルギーについての十分な啓蒙が重要である．
（臨床麻酔．２４：49-52,2000）

キーワード：ラテックスアレルギー，アナフィラキシー

ショック，帝王切開手術

近年，医療行為中のラテックスによるアナフイラ

キシ一反応が問題となっており，日本でも報告が増

加している．ラテックスに対してＩ型の即時型アレ

ルギーを有する患者では，抗原となるラテックスを

含む製品を取り除くことが唯一の予防法であり，治

療法でもある．

そのため，できるだけ早期に患者のラテックス

アレルギーを発見することが重要になってくる．ま

た，二度と同じ危険を冒さないために，患者にアレ

ルギーに関する十分な説明を行う必要がある．
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症 例

４２歳,女性．身長162ｃｍ,体重６２ｋｇ・胎児が

骨盤位のため，妊娠３９週４日で帝王切開術を予定

した．術前検査では血液，生化学検査に異常は認め

られなかった．既往歴では，生来よりアレルギーの

素因が認められ,特定はできないが，食物や薬物に

対して尋麻疹が出現していた．３３歳時の妊娠中絶

手術では，とくに問題はなかった．しかし，術後の

問診により，家庭用ゴム手袋の装着で樺みを生じて

いたことが判明した．

麻酔経過：前投薬としてアトロピン0.5ｍｇを筋

注した．手術室入室時はとくに問題なく，１０％ブド

ウ糖溶液で溶解したテトラカイン(５ｍｇ/ｍ/)２ｍ/

による脊椎麻酔を行った．７分後に血圧が収縮期で

145ｍｍＨｇから８２ｍｍＨｇまで低下したが，この時

はエフェドリン１０ｍｇの静脈内投与に反応し，血圧

はｌ２８ｍｍＨｇまで回復した．Ｔ６まで麻酔効果が得

られたのを確認後，手術を開始した．

手術開始５分後に胎児が取り出された．この時点

から患者は背部の樺みを訴え，手術開始２０分後に

は顔面を除いた上半身に毒麻疹の出現を認めたた

め，強力ネオミノファーケンＣ⑧を静脈内投与した．

さらに２５分後，ＬＩ腔内の粘膜浮腫および呼吸困難
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